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お知らせ

人事異動報告
物理 助手 江尻　信司 H17.2.1 採用

ビッグバン 助手 向山　信治 H17.2.1 配置換 物理学専攻助手から

事務 施設係主任 新井　　寛 H17.2.2 休職更新 ～H17.4.30

東京大学大学院理学系研究科・博士学位取得者一覧
（2005 年 1月～ 2月）

平成 17 年 1 月 16 日付学位授与者（4 名）

物理 福田　直樹 一中性子ハロー核 11Be の分解反応

物理 土屋　兼一 CANGAROO- Ⅱ望遠鏡による銀河中心の超高エネルギーガンマ線観測

生科 鮫島　真哉 ツヤオオズアリ翅原基のカースト特異的形成メカニズムに関する分子社会生物学
的研究

生科 木村　正子 アジア太平洋地域における卵形赤血球症の分子・民族疫学

平成 18年度大学院理学系研究科・化学専攻修士課程入学試験について

化学専攻修士課程入学者選抜方法が大幅に変わります！！

　選抜試験は専門試験のみとなり，以下のように 14題の中から 5題を選択します。英語の選抜試験を廃止し，替わって出

願時にTOEFLのスコアの提出を求めます。化学を専門とする学生だけでなく，物理系・生物系からの受験を大いに歓迎します！

－専門試験－
　化学 6題・数学 2題・物理学 2題・地球科学 2題・生物学 2題，計 14題のうち 5題選択。

また，英語の選抜試験を廃止し，替わって出願時に TOEFL のスコアの提出を求めます。

－ TOEFL スコアについて－
　● Examinee's Score Record のコピー（願書と一緒に提出すること）

　●Offi cial Score Report（ETS から東京大学大学院理学系研究科に直接郵送されます）

　　＊東京大学大学院理学系研究科の TOEFL コード番号は 8002-01 です。Offi cial Score Report は ETS から東京大学大学院
　　　理学系研究科に直接郵送されますので，TOEFL 受験の際には解答用紙にこのコード番号を記入して下さい。これまで
　　　に受験した TOEFL のスコアレポートが必要な場合は Score Report Request Form にコード番号を記入して下さい。
　　　注）東京大学 9259 では請求しないこと。

　●スコアの有効期限は 2年間ですので，2003 年 9月 1日以降に受験したものに限ります。大学院入試までの間に

        開催される TOEFL の試験は回数が限られています。スコアが送られてくる時期を考慮の上，受験してください。

　○ TOEFL-CBT（コンピュータ試験）については，http://www.cieej.or.jp/toefl /cbt/index.html

　○ TOEFL-PBT（ペーパー試験）については，http://www.cieej.or.jp/toefl /pbt/index.html

－問い合わせ先－
　理学系研究科化学専攻事務室　　TEL：03-5841-4321　FAX：03-5841-8324　E-mail：kagaku@chem.s.u-tokyo.ac.jp
　URL：http://www.chem.s.u-tokyo.ac.jp/graduate/index.html　（トップページ　http://www.chem.s.u-tokyo.ac.jp）
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HP担当：

名取　　伸（ネットワーク）natori@adm.s.u-tokyo.ac.jp

HP ＆ページデザイン：

田中　一敏（ネットワーク）kazutoshi@adm.s.u-tokyo.ac.jp

印刷・・・・・・・・・・・・・三鈴印刷株式会社

■ 裏表紙の説明

　3月 3日午後 3時半より「小柴ホール」の落成記念式典に

引き続き，小柴特別栄誉教授による記念講演が，学部学生，教

職員百数十人の聴衆を集めて行われました（裏表紙写真左上）。

小柴先生は，ニュートリノ研究のこれまでの成果と今後の展

望について，専門外の人にも大変わかりやすく話されました。

この講演会を出発点として，小柴ホールが理学系研究科の教

育・研究の発展の舞台となることが期待されます。ホール下一

階の展示スペース（サイエンスギャラリー : 左下）には，カミ

オカンデで用いられた直径 50センチの巨大光電子倍増管（中

下）やニュートリノ実験の研究成果とともに，小柴先生のノー

　この 3月で東京大学が法人化されてから，最初の一年が終

わります。岡村研究科長の退任の挨拶にもあるように，個人的

には，大学と社会とのかかわりをこれまで以上に強く意識した

一年でした。理学系研究科・理学部ニュースが，研究成果など

をより広く社会へ発信する上で果たす役割は，今後ますます重

要となると思います。そのような一年の最終号となる理学系研

究科・理学部ニュースの 3月号をここにお届けします。本号は，

3月 3日にあった小柴ホールの落成記念式典と小柴先生の記念

講演会，また 3月 7日～ 8日に行われた小柴ホール落成記念

理学系 21 世紀 COE の合同シンポジウム「萌芽の森へ」をタ

イムリーにお伝えしたいという編集委員会の方針から，予定通

りとはいえ，全ての原稿がそろったのは，第二校入稿直前でし

た。このために編集スタッフの皆さんには，かなり労苦を強

いたのではないかと思います。心より感謝いたします。この

号では，研究成果のプレスリリースが 4件あったり（実際の

掲載は 3編），大きな行事が続いたりと，記事には事欠かず，

前号からポイント数を下げるなどして 20ページでおさめる当

初の予定をオーバーし，24ページになりました。プレスリリー

スは研究ニュースとしてまとめ，表紙の説明を表紙の裏ペー

ジ，目次の下にすべて持っていき，人事異動，博士号取得者

などをお知らせとしてまとめ最後に持ってくるなど，いくつ

かの改善を進め，より良い紙面にすべく努力しております。

また，感想や意見などありましたら，どうぞお寄せください。

小澤　一仁（地球惑星科学専攻　教授） 

ベル賞受賞メダルなど（右列）が展示されています。右上は，

2002 年 12 月 10 日にストックホルムにおいてスウェーデン

国王より小柴特別栄誉教授に授与されたノーベル物理学賞のメ

ダルです。右中段は，MASATOSHI KOSHIBA と書かれている

メダルを収める赤い箱。右下は，ノーベル賞の賞状とカエルの

メダルで，賞状には，カミオカンデによる太陽からのニュート

リノの検出が図案化されています。カエルのメダル（注 : 単な

る首飾りに見えますが，一応「勲章」のつもりらしい）は，ストッ

クホルムの学生連盟主催のディナーで授与されたもので，ノー

ベル賞受賞者の更なる躍進の意味が込められています。


